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6月 17日(日)市民活動センター 3階 ホールにて開催。出席会員70名、書面表決会員85名、合計155名で正会

員総数221名の過半数により成立。山西素直副理事長の司会、砂川英昭会員が議長に選出され議事に入った。

第 1号議案、平成18年度収支計算書(案)並びに第 2号 議案、貸借対照表(案)及び第 3号 議案、財産目録(案)は

原案通 り可決。収入実績5529千円。つづいて第 4号 議案、創立 5周 年記念事業の一部変更(案)は当初予算の

80万円から50万円に事業費を減額し了承された。第 5号議案、定款の一部変更(案)は事務所の移転及び副代

表理事を3名 から5名 に変更することを決議。更に第 6号 議案、役員改選(案)は、小沢盛久理事長が辞任を表

明し、併せて粕谷義久、菱川浩次理事の退任、新たに森山弘、吉野行男、宮寺茂子各理事就任を決議し、新

理事長に清水徳三理事が就任、了承された。19年度活動計画10万拭、収入予想5462千円。

今年度は、入問市より無償整備地区の提供を受け、他の加治丘陵グループと同様に、ボランティアとして

新たな事業活動を進める方針。約4000拭 を予定している。

1秒 坤鵠

総会終了後に開演。講師は武蔵野音大管理部環境保全室長、入間市

写真連盟会長の小林五郎先生。「カロ治丘陵の40年」 と題し、約45分間

熱弁をふるわれた。先生は音大入間キャンパス着工当初から加治丘陵

に親しまれ、多くの動植物を愛されてきた。今回は特別に 「マツノザ

イセンチュウ」の実物をお持ちいただき、顕微鏡でなくては見られな

い虫で、一匹のマダラカミキリに15～20万匹が寄生しているという。

これが我々が知るマツクイムシだ。

講演では、当グループ活動の役に立つことが多く、マムシに噛まれ

たら噛まれた局部の元を縛 り、血液を吸い出し吐き出す。血管の中に

毒が入ると危険だが、日中に少し位入っても問題ない。 3日 で肩まで、

5日 でピーク、その後腫れはひく。原田病院に血清あり。血が止まら

ないのも特徴で早めの処置が必要。スズメバチに脳天を刺された死亡

例があり、地上にも巣を作るので、作業前に周辺の点検が必要。襲う

時はカチカチと音をたてて、猛スピー ドでぶつかってくる。素早く避

難して周囲へ知らせることや、帽子、長そで上衣、手ぶくろ等白系色

が無難といわれる。実践的な内容で大変有意義であった。  (大 山)
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清 水 徳 三

深緑のさわやかな時期、第 5回通常総会も無事終わり、今年は 5周年を迎えた中で、イ

ベントや森林研修等の計画を担当の方がいろいろと考えています。今年も楽しい思い出に

なるよう、加治丘陵の森を守りながら活躍して行くつもりです。

今年度も前年度並の活動面積になる予定で、会員の皆さんも作業活動に励んでいく事と

思います。
市民の大切な財産を守っていくには、一人でも多い参加を願っています。これは行政、

市民が一体となって育てて行かなくてはなりません。ぜひともご支援を賜わりたくお願い

申し上げます。

小 沢 盛 久

平素は加治丘陵山林管理グループの活動に格別のご支援ご協力を賜 りまして、厚くお礼申し上げます。

私は、第 5回通常総会をもちましてグループの代表を退任させて頂くことになりました。顧みますと、任

意団体を平成14年に立ち上げてから本年で 5年 を経過し、その任に当らせて頂きました。その間、会員の皆

さま、当グループにご賛同頂いた賛助会員、また助成金団体の方々に多大のご支援を戴き誠に有難うござい

ました。これまで市民活動の進め方も分からず試行錯誤を繰 り返しながら、皆様方のご協力に依 り活動も順

調に推移してまいりました。重ねてお礼申し上げま
ぁiこぉ願い申し上げご挨拶といたします。今後共新代表を中心に変わらぬご支援、ご協力を切
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靭ちのマでビ攣えるボ飩
6月 、当グループの事務所が扇台から仏子に移転しました。発足以来

5年 間、扇台の小沢前理事長のご自宅を事務所として使用させて頂いて

きましたが、6月17日の第5回通常総会で理事長を退任されたからです。 ≧ 飯能
4月初旬退任されることが確認され、急返事務所を確保する必要に迫ら
れました。勿論貧乏所帯のグループですから、O賃 料は出来る限り安い
こと (本音は無料)の 5～ 6台 の駐車スペースは必要 0市 の中心部が  至

阿須

望ましい等を条件に探しましたが、今時こんな好条件の所などあるわけ
がありません。賃料 5万 円但しトイレ無しとか、今は空き家になってい

るので少し手を加えれば使えるとか 2～ 3候 補地も有 りましたが、山中

洋忠理事から仏子の 「ギャラリーやまなか」の下の階が空いているので提
供するとの申し出がありました。空調機は勿論、ウォシュレットまで新

規に設置の上、破格の賃料でお借りすることが出来ました。車も6～ 7

台は楽に駐車できます。机・椅子・書類棚等も整備され立派な事務所ができ

ました。理事が交代で事務所当番をし、効率よく活用していく予定です。

ギャラリーやまなか

●武蔵野音大

貸駐車場

ギャラリー

やまなか駐車場

。●● 創立 5周 年記念事業の概要 ●●・
昨年の第 4回 通常総会に提案し承認された、記念事業の総予算80万円は、今年第 5回 の総会において総予

算50万円に修正提案し可決された。

記念事業は、一年間をかけて実施されるもので、 6つ の事業を予定しており、今年の総会では武蔵野音楽
大学の小林先生による 『加治丘陵の40年』と題し記念講演が行われた。崚に噛まれたとき、すずめ蜂に刺さ
れた処置等たいへん有意義な内容であり今後の作業に活かしていきたい。また加治丘陵に棲む鳥や生物そし
て風景は永年かけて撮影されたもので、 3階 の各会議室に展示されすばらしい写真展となった。

また、会員・賛助会員・関係者に配布した記念の手拭いは、 『仁者楽山』の4文 字が入れられ、これは論語
の一節で 『知者は水を楽しみ、仁者は山を楽しむ』の意で当グループの目標とする言葉である。
秋に入ると、森林視察の記念旅行、児童を対象に鳥の巣箱作 り、締め括 りは 5周 年記念誌の発行を予定し

ております。 (総括実行委員長 山 畑 博 )

記念写真展 (創立 5周 年記念事業)

入間市写真連盟会長小林五郎氏より借用して開催した。加治丘陵の多くの動植物や丘陵の桜山展望台
からの日の出、夕やけ、虹など、すばらしい作品を50点展示。多くの会員から絶賛をいただき好評のう
ちに閉幕した。                                    (大 山)
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1月 24日1/kl参加者30人、入間市消防本部署員 (5名)の指導により、農村環境改善センター会議室において

救急法実技後、隣接の山林に移動して、負傷者応急処置、救急車手配、簡易式担架により、搬送訓練を行っ

た。 8人 1組で中継リレー、足元の悪い山の斜面を笛のリー ドで、緊急位置表示板南13ポス トに無事到着。

終わって消防署員から講評をいただき有意義な訓練を終了した。 (研修班長 山 中洋忠)

安全講習会 僕施済)
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『春のさとやま探検隊』が開かれた 3月 25日(日X

催しに参加した一般市民を動物達のブラスバンド「森

のおんがく隊」がお迎えし大喜びされました。 ドラ

ムや笛 ・ヴァイオリンなどを演奏する動物達は、有

志の会員が間伐材などを使って作ったものです。子

供たちは動物を持って記念撮影をしたりして大喜び

で した。

寄欄文 森 のひとりごと
拝啓 NPO加 治丘陵山林管理グループ様

私は上谷ヶ貫の南真込谷の丘陵林ですが足元の 「ひ

さかき」が繁茂し息苦しゅうございます。それに心な

い人もいるらしく空カンやペットボ トル等を捨ててあ

ります。自然や樹々を愛し、丘陵を散策する大多数の

人達、そして私達は大変迷惑しています。

加治丘陵山林管理グループの皆様一日も早くこの私

達の現状を見て足元の 「ひさかき」や空カン等を処理し

て頂き、散策者にすがすがしい夏の私達をめでいてい

ただきたいと思つています 。・・

なんて、丘陵林たちは言つているのではないかと々

辱日宅al給丘援へGOf K T 生

群 明 亜

'min,..,車 ,碗 前 弥 れ 車… … ⅢⅢⅢ… ⅢⅢ

お知らせ。イベント情報

● 刈払い機、チェンソー取扱研修 (予告)

7月 22日(日1 農村環境改善センター内

山林管理事務所及び加治丘陵山林内

● 第 5回 森林視察研修会 (予告)

9月 2日 (日)5周 年記念事業の一環とし

て、 妙 義山の山林視察と旧富岡製糸所の

見学を予定しています。(群馬県)

当グループでは、加治丘陵の保全と環境に関

心のある方 (正会員)、及び企業 (賛助会員)を

募集しています。
一三会員になって活動を支えて下さい。 一

●我々はボランティアで活動しています。

●約220人の会員が汗を流して頑張っています。

●年会費 正 会員 (個人)2,000円

賛助会員 (会社又は団体)1回 10,000円

●加入連絡先 04-2932-4515(清 水徳三)
平成18年度研修 (名郷地区)

編集後
盛夏を迎え、山の緑も一段と濃くなってきました。会員一同、山林活動に良い汗を流して作業を進め

ております。6月第 5回通常総会にあわせて、 5周 年記念事業の一環として記念講演と記念写真展が実

施された。創立から、 5年 間当グループのためにリーダーシップを発揮された小沢理事長が、総会をも

って退任された。今後も会の良きアドバイスをお願いします。清水新理事長のもと、より堅実なグルー

プとして発展をするため、皆様の応援をお願いします。 (広報委員長 山 畑 記)

発行責任者 :清水徳三  〒 858■0053入 田市大学仏子1397-1  804-2932-4515


